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1.  

1.1 目的 

「0「0 東京 ン ン 前 ン

ン 予定 い 大会開催期間中 会場周辺 い 路交通 混

雑 予想 会場周辺 交通 全 滑 確保 共交通

活用 交通 実現 必要  

 方 地方 い 人 減 交通需要 減少 共交通 廃 相次い い

超高齢 社会 迎え 国 高齢者 移動手段 共交通 活用 在

方 い 検討 い 必要 あ  

 共交通 活用 係 進的 組 い 東京 ン ン

開催後 場臨海都市 い 活用

地方都市等 普及 い 期待 い  

 踏 え 利便性 経済合理性 兼 備え 次世 共交通 開

基 設計 行う  

 

1.「 置  

基 設計 戦略的 ン創造 Ｐ 自動走行

い 実施 あ  

 

1.」  全体計  

次世 共交通 開 全体計 1.」-1 示 「6

実施 調査研究 果 基 基 設計 実施 「8 」

基 設計 基 実証試験 構築 実証試験 行わ 予定 あ  

 

「6 実施済  「7  「8～」0 予定

 

 

 

 

 

共 路交通 現状調査 

Ｐ Ｐ 現状調査 国

海  

現状調査結果 析 

対策案 作  

 

 

 

 

 

共交通 課

題 細調査 

高 案 対 実現 能性

及び 入効果 検討 

実現 機能 選択 

基 設計書作  

ン評価 様 

作  

 

 

 

 

 

ン評価実験

実施 

実証試験 構築 

実証試験 様書作  

実証試験実施 

1.」-1  次世 共交通 開 全体計  

次世 共交通

開 向 基 設計

次世 共交通

開 向 実

証 

次世 共 路交通

開 向 基

設計 係 調査研究 
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1.4 調査研究 方法 

1.4.1 調査研究体制 

 般社団法人 協会 高 情報通信技術 活用 新交通管理

野判ＳＮ不ごち囲ぐ駄 TちぐささＮＨ ２ぐＳぐgごＲごＳ図 ８と囲図ごＲ囲 調査 研究及び開 路

交通 ン ン 推進 国 標準

推進 事業 展 路交通 全

滑 確保及び 路交通 環境 調和 共 福祉 増進 寄 目的

い  

 当協会 研究開 委員会 作業部会 い 開 研究 実証実験

行 い 現在 40 都 府県 運用 い 共車両優 Ｐ Ｐ

野５つＧ駄ＮＨ TちぐＳ囲ＵＴち図ぐ図ＮＴＳ ５ちＮＴちＮ図と ８と囲図ごＲ囲 共車両優 作業部会

開 あ  

当協会 い 開 実施 あ 「6 高 交通管制

会 新 Ｐ Ｐ 高 検討作業部会 設置  

 

1.4.「 基 設計実施概要 

 基 設計 実施概要 表 1.4.「-1 示  

  

－ 2 －



表 1.4.「-1 基 設計実施概要 

実施項目 概 要 

 課題 細調査 昨 現状調査結果 踏 え 共交通

課題 細調査 行う  

Ｐ

Ｐ 高 把

握 

Ｐ Ｐ 高 報 書及び

ン 等 把握  

ン 時

Ｐ Ｐ 高

把握   

ン 開催時 東京都 警視庁 Ｐ Ｐ 高

ン 等 把握  

事業者

把握 

現在Ｐ Ｐ 行 い 事業者 Ｐ Ｐ 対

ン 等 把握  

Ｐ Ｐ

課題調査 

Ｐ Ｐ 高密 運行時 課題 実

運用 い 調査 抽出  

 高 案 細検討 機能

選択

各高 案 対 実現性及び 入効果 比較検討

機能 絞 込  

高 案 細検討 昨 検討 高 案 新 確認 対

解決策 追 高 案 比較検討 う

実現性や 入効果等 い 細検討 行う  

高 方針 機能 絞 込 行う 方針 決 優

機器整備方針等  

実現 機能

選択 

複数検討 高 案 実現 機能 選択

 基 設計書作  選択 機能 基 設計書 や

検討 無い う 述  

機能 提供 機能 細  

装置 様 装置毎 様 作  

ン 規

格 

装置間 様 作  

 ン評価

様作

選択 機能 評価 効果 評価

ン評価 様 作 来 ン

設計 容 妥当 あ 机 検証

効果 出 条件 確認 行う 前提  
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1.4.」 実施  

 調査研究 1.4.」-1 示 回 全体会合 行い 研

究 容 検討 行い 実施  

重  10  11  1「  1  「  」  

細

調査 

実現

機能 選択 

基

設計 

ン評価

様 作  

全体会合 「「 日 16 日 「1 日 1重 日 15 日 7 日 

1.4.」-1 調査研究  

機能 装置 様作  

ン 規格作  

ン評価 様作  

機能 選択高 案 細検討 

ン 実施 

規格調整 
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「. 課題 細調査

「.1 Ｐ Ｐ 高 把握 

「.1.1 概要 

 Ｐ 人 優 使いや い移動手段 提供 基 理念

路面電車 比較 遜色 い輸送力 機能 柔軟性 兼 備え

都市交通 ：Bつ囲 ７ぐＵＮＩ TちぐＳ囲Ｎ図 対 自動走行 技術

入 市民 魅力的 次世 都市交通 ：

AＩ不ぐＳＨごＩ ７ぐＵＮＩ TちぐＳ囲Ｎ図 実現 目指 い

参照文献

お1Ｂ Ｍ図図Ｕ囲野//与与与.丁ぐＳ図ごＮ.gＴ.一Ｕ/一Ｕ/囲ＮＳgＮ/丁ごＮ川ぐＮ囲ぐＮ囲ごＮ/与g/丁ぐＮ丁ぐ丁つ/ＩぐＮ5/囲ＮちとＴつ1.ＵＩさ  

「.1.「 Ｐ Ｐ  

 共車両 優 信号制御 Ｐ Ｐ 連携 性

定時運行性 向 行う 計 い  

参照文献 

お1Ｂ Ｍ図図Ｕ野//与与与8.ＨぐＴ.gＴ.一Ｕ/Ｈ囲図Ｕ/gぐＮとＴ/囲ＮＵ/ＮＮＳ丁ぐＮ/一ＮＩＴつ囲Ｔつ丁ＴつＤＲごＩＮぐ/」丁ぐＮ/ 

囲ＭＮちとＴ7-「.ＵＩさ  

「.1.」 車載機開 計  

 載 車載機 信号制御 無線通信 連携 車載機

府 委 次世 都市交通 性 全性 交通 担率 変革

係 調査 開 計 Ｐ Ｐ 基 設計 警察庁 府及

び委 業者 連携 通信 ン 規格 策定  

－ 5 －



「.「 ン 時 Ｐ Ｐ 高 把握 

「.「.1 整備 

 東京都 都心 勝 経 臨海副都心 至 地域 い 既 交通 便

地域 解消 ン ン 契機 高 交通需要 や 対応

え ン ン 後 地域 交通需要 変 対応 運行

実現 目指 環状 号線 中心 都心 臨海副都心 結ぶ

整備 予定 い  

参照文献 

お1Ｂ Ｍ図図Ｕ野//与与与.Ｒご図ちＴ.図Ｔ丁とＴ.一Ｕ/I３道T/０道I０A０判/「015/04/）ATA/70Ｕ4囲100.ＵＩさ  

「.「.「 Ｐ Ｐ  

整備 時間 確 運行 行う 共車両優 Ｐ Ｐ

入 検討 い 入後 時輸送力 4000 人/時

区間 あ 推定 連節 入 予定 い  

参照文献 

お1Ｂ Ｍ図図Ｕ野//与与与.Ｒご図ちＴ.図Ｔ丁とＴ.一Ｕ/I３道T/０道I０A０判/「015/04/）ATA/70Ｕ4囲100.ＵＩさ  
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「.」 事業者 把握 

「.」.1 ン 実施概要 

Ｐ Ｐ 利用 い 事業者 社 対 Ｐ Ｐ 対 い

ン 実施 ン 効率的 行う 事前 主 質問 容 事業者

送 表 「.」-1 質問事項 示  

表 「.」.1-1 事業者 質問事項 

類 質問事項 

現

状 

効果 
現状 Ｐ Ｐ 制御 対 効果 感 感覚 旅

行時間等 基 効果 

運転 
現状 Ｐ Ｐ 制御路線 い 運転 特 あ ？

運転手 教育 運転 留意事項等  

旅 

行 

時 

間 

短 

縮 

確性 

対 利用者 時刻表通 運行 想定 い

対 具体的 う 対策 行わ い ？御社

考え方 教え願い 時刻表 作 段階 運行状況 把握 時刻表

早 場合 対応 業界 報 書 あ う

？ 

表定

改善 

対 利用者 表定 想定 い

対 具体的 う 対策 行わ い ？ 課

題 あ う ？ 例え 信号 ン 覚え

ン 考慮 い Ｐ Ｐ 入後 時刻表 見直 い 自

社 旅行時間 計測 蓄積 析 い  

特定

優  

路線 多 運行 い 場合 優 全体

効果 少 想定 特定 優 意味

あ う ？ 優 い う ？ 

停

後 優

制御 

Ｐ Ｐ 高 案 無線通信 用い 交差点 流 停 あ

場合 優 制御 能 う 動作 理

解 停 出 優 制御 効果 得 考え 効

活用 能 う ？ 

課題 

信号交差点 通過時 い 課題 考え い あ 例：歩行

者 断待 時間 長い 右折待 長い 青信号 詰 進 い

あ 等  

運用 
Ｐ Ｐ 用 車載機 情報 路線番号 含 い 運行

路線 固定 う ？ 繁 変わ う ？ 

運転 
信号情報 車載機 提供 開 い 信号情報 活用

燃費や乗 心地 改善 能 う ？ 

Ｐ Ｐ  

効果 

Ｐ Ｐ 効果 調 Ｐ Ｐ 運用 数日停 効果

確認 場合 協力い う ？ 運用 支

あ い う ？ 

車載機 車載機 対 あ 教え願い 価格 耐用 数 保 等  

 
運転時 信号交差点 注意 い あ 教え い 全

配慮等  
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「.」.「 ン 結果 

ン 結果 表 「.」.「-1 示  

表 「.」.「-1 ン 結果  

分類 ン 結果

現

状

効果
効果あ 効果 い  

路線 混雑状況 効果 感 方 異  

運転
Ｐ Ｐ 設置 周知 い  

運転 留意点 周知状況 事業者 異  

旅

行

時

間

短

縮

確性

運行管理 確性 把握 い 確性 得 時刻

表作 時 所要時間調査 行わ い い路線 時間調整

い 通過時間 早 設定 う 対策 い  

表定

改善

無理 表定 改善 行わ い う い  

歩行者信号 車両信号 ン 予測 い Ｐ Ｐ ン

い 感 い  

特定

優

空港旅客限定路線 う 定時性 求 優

多客 や遅延 生 車両 優

停

後 優

制御

停後 優 制御 実施 能 う Ｐ Ｐ 感応 目 見え わ

必要

課題
路線 交通状況 改善自体 課題 あ 歩車 型交差点 事故防 観点

望 い 通過 時間 要 意見 あ  

運用
運行 路線 固定 い場合 多 多 車載機 載

必要 あ  

運行 

管理

運行管理 運行状況 把握 い

運転
信号情報 信号 停 回数や時間 少 燃費 良

期待 い

Ｐ Ｐ  

効果

運用開始後 Ｐ Ｐ 制御停 い 事業者 協力

事業者  

車載機
型 車載機や 耐用 数 要望 出  

Ｐ Ｐ 感知 わ う 機能 要望 あ

歩行者 自転車 動向や 右 全確認 留意 い
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「.4  Ｐ Ｐ 課題調査 

「.4.1 高密 運行時 想定課題 

 運行 数 多 Ｐ Ｐ 制御 行わ 増え 青延長

制御 又 赤短縮制御 実施 場合 吸 い 調整 行わ 吸

設定方法 種類 影響 想定  

表 「.4.1-1 高密 運行 想定影響 

項目 

設定 
長所 高密 運行 想定影響 

共通事項 幹線側従 路側 優 制御

行う場合 結果的 優 制

御 い  

補 現示

行う場合 

1，側 Ｐ Ｐ 制御 行う場合 「，側

補 長 変

影響 い  

1， 側 交通流 悪影響 及

制御 行え  

現示

渋滞 引 起

若 渋滞 長

 

信号制御機 感

応補 場合

次周期

配 期

補 行う  

定期間 各現示

影響 い 運行 数 増

般車両 影響 い  

影響 及

現示

渋滞 生  

「.4.1-1 青延長時 補 方法 

「.4.1-「 青延長 赤短縮 時 生 「， 側 青時間 短  

青延長

青 延 長 あ

青 赤 青

青延長

青延長 赤短

縮 

青 赤 青

－ 9 －



「.4.「 課題調査方法 

。1)  調査目的 

想定影響 実 生 検証

特定車両 優 方策 高 案 検討 い 方策 効 う

断 材料

。「)  調査対象選定 

昨 調査研究報 書 政 市等 朝混雑時 時間あ 方向

路線 高密 運行 調査結果 う 比較的運行 数 多いＰ Ｐ 路線 あ

熊 県Ｐ Ｐ 熊 城電停交差点～通 交差点 及び東京都Ｐ Ｐ 井草四 目

交差点～荻窪 前交差点 対象

。」)  調査方法 

管制 蓄積 い 日 日 対象 項目 い 均値 算出

通過 数： コン 感知器 検知 検知 数 時間毎

  Ｐ Ｐ 制御 通過：青延長 赤短縮 交差点 通過 通過

数 時間毎

青延長通過：青延長 交差点 通過 通過 数 時間毎

赤短縮通過：赤短縮 交差点 通過 通過 数 時間毎

青延長時間合計：青延長 時間 合計 時間毎

赤短縮時間合計：赤短縮 時間 合計 時間毎

影響 Ｐ Ｐ 制御 ：青延長時間 赤短縮時間 合計値 長

占 割合

信号制御結果：実現 算出 ％ 時間毎

－ 10 －



「.4.」 熊 県Ｐ Ｐ 調査結果 

。1) 対象交差点概要 

熊 県 Ｐ Ｐ 対象路線 う 通行 多い熊 城電停交差点 通

交差点 交差点 対象 「.4.」-1 対象交差点概要 示 現示

優 制御現示 わ う 示 現示 簡略 い 路線

側 車線 路肩側 車線 専用車線 あ

「.4.」-1 対象交差点概要 

表 「.4.」-1 優 制御設定 

交差点  

項目
熊 城電停交差点 

熊 市役所花  

館交差点 

熊 市役所前 

交差点 
通 交差点 

青延長現示 1， 1７A, 「１A 注 1 1， 

青延長吸 現示 「， 1， 1５ 「５   注 「 

大青延長  4 5 7 

赤短縮現示 1， 「， 1， 1５ 「５  注 「 

赤短縮吸 現示 1７A 1， 1７A, 「１A   注 1 1， 

大赤短縮  15 4 5 7 

注 1)1７A 「１A 共通 変 赤短縮吸 行わ  

注 「)歩車 交差点 歩行者現示 青延長吸 赤短縮 行わ  
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。「) 調査対象日等 

調査対象日：「016 1 18 日 ～「「 日 金  

調査時間帯：6野00～「」野00 

 当 路線 終日Ｐ Ｐ 制御 行 わ い  

。」) 調査結果 

 熊 県 Ｐ Ｐ 制御時間帯 長い 時間帯毎 変 わ う 表

「.4.」-「 示 結果 示  

表 「.4.」-「 調査結果 明 

 明 

優 制御結果  時間毎 青延長制御 行わ 数 赤短縮 行わ

数 青信号 通過 制御 行わ 数

推移 示  

優 制御実施率

 

時間毎 信号 対 青延長制御実施率 赤短縮制御

実施率 及び両制御 時 実施 割合 推移 示  

青延長時間 赤短縮時

間  

時間毎 総青延長時間 総赤短縮時間 推移 示  

信号現示  時間毎 信号現示 割合 推移 示  

 熊 城電停交差点 

  交差点 調査結果 「.4.」-「～ 「.4.」-5 示 通過 数 概

時間あ 70 100 程 推移 う 40 50 赤短縮

制御 対象 赤短縮制御実施率 重0％前後 い 信号周期 170

180 あ 考慮 信号周期毎 程 赤短縮制御対象

赤短縮制御実施率  

 高い赤短縮制御実施率 あ 赤信号 接近 い ン 赤短縮 実

施 い割合 10％程 あ 効 制御 い 考え

影響 ％程 あ 交差点 交通状況 考慮 大赤短縮 調整

い  
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「.4.」-「 優 制御結果 Ｄ熊 城電停交差点 

「.4.」-」 優 制御実施率 Ｄ熊 城電停交差点 

「.4.」-4 青延長時間 赤短縮時間 Ｄ熊 城電停交差点 

－ 13 －



「.4.」-5 信号現示 Ｄ熊 城電停交差点

 熊 市役所花 館交差点 

交差点 調査結果 「.4.」-6～ 「.4.」-重 示 通過 数 概

1 時間あ 80 100 程 推移 う 50 前後 赤短縮制御

対象 赤短縮制御実施率 重0％ 100％ 近い値 い 信号周期

170 180 あ 考慮 信号周期毎 「.5 「.8 程 赤短縮

制御対象 赤短縮制御実施率  

交差点 青延長制御実施率 「0％前後あ Ｐ Ｐ 制御 効果的 実施

い 大青延長 短 周期 青延長制御 期間 短い

通過 数 多い場合 青延長制御実施率 適 調整 い 考え

影響 「.5％ い 交差点 般交差点 あ

断時間 確保 う 大青延長 大赤短縮 設定

い 考え  

「.4.」-6 優 制御結果 Ｄ熊 市役所花 館交差点
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「.4.」-7 優 制御実施率 Ｄ熊 市役所花 館交差点 

「.4.」-8 青延長時間 赤短縮時間 Ｄ熊 市役所花 館交差点 

「.4.」-重 信号現示 Ｄ熊 市役所花 館交差点

 熊 市役所前交差点 
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交差点 調査結果 「.4.」-10～ 「.4.」-1」 示 通過 数

方向 方向 合わ 概 1 時間あ 「80 」70 程 推移

う 「0 40 程 赤短縮制御 対象 赤短縮制御実施率 60％

重0％程 い 赤短縮 「.4.」-1 1７A 通過 感知 行

わ 感知器 交差点 近い 信号待 い う 感知器 流

感知器 通過 ン 青信号 い あ 従

「.4.」-10 制御 ン い 赤短縮 効果 い 推測

 

交差点 青延長制御実施率 」0％ 60％前後あ Ｐ Ｐ 制御 効果的 実

施 い 大青延長 5 短い 隣接交差点 青延

長制御 ン 到着 確率 高い 推測  

「.4.」-10 優 制御結果 Ｄ熊 市役所前交差点 

「.4.」-11 優 制御実施率 Ｄ熊 市役所前交差点 
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「.4.」-1「 青延長時間 赤短縮時間 Ｄ熊 市役所前交差点

「.4.」-1」 信号現示 Ｄ熊 市役所前交差点
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 通 交差点 

交差点 調査結果 「.4.」-1」～ 「.4.」-17 示 通過 数 概

1 時間あ 60 80 程 推移 い 交差点 感知器 感知

行わ 対 交差点 コン 検知 行わ 車載機

載 い 検知対象 交差点 比 若 通過 数 少

い 10 「0 青延長制御 対象 青延長制御実施率 40％ 60％程

高い時間帯 あ 流交差点 青延長制御 ン

到着 確率 高い 推測 赤信号 到着 割合 Ｐ Ｐ

制御 効果的 実施 い  

影響 1.5％ ％ 時間帯 多い 青延長吸 現示 赤短縮現

示 歩行者用現示 あ 断時間 確保 う 大青延長 大赤短縮

設定 い 考え 大青延長 い 流交差点

係 青延長制御 効 機能 い 交差点 考え  

 「.4.」-1」 優 制御結果 Ｄ通 交差点 

「.4.」-14 優 制御実施率 Ｄ通 交差点 
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「.4.」-15 青延長時間 赤短縮時間 Ｄ通 交差点 

「.4.」-16 信号現示 Ｄ通 交差点 
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「.4.4 東京都Ｐ Ｐ 調査結果 

。1) 対象交差点概要 

東京都 Ｐ Ｐ 対象路線 う 井草四 目交差点 荻窪 交差点

調査対象 「.4.4-1 対象交差点概要 示 中 優 制御現示 示  

「.4.4-1 対象交差点概要 

表 「.4.4-1 優 制御設定 

交差点  

項目 
井草四 目 善福寺 若杉 学校入  荻窪 前 

青延長現示 1， 1， 1， 

青延長吸 現示 1， 1， 1， 

大青延長  15 15 1「 

赤短縮現示 1， 

赤短縮吸 現示 1７A 

大赤短縮  10 

。「) 調査対象日等 

調査対象日：「016 「 1「 日。金) 「 15。 )～18 日。木) 

調査時間帯：6野00～「」野00 

当 路線 6野00～「」野00 時間帯 Ｐ Ｐ 制御 行わ い  
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(3) 調査結果 

 調査対象路線 Ｐ Ｐ 制御 実行結果 表 「.4.4-「 示 時間帯毎

示  

表 「.4.4-「 調査結果  

 明 

優 制御結果  1 時間毎 青延長制御 行わ 数 赤短縮 行わ

数 青信号 通過 制御 行わ

数 推移 示  

優 制御実施率  時間毎 信号 対 青延長制御実施率 赤短縮

制御実施率 推移 示  

青延長時間 赤短縮時間

 

時間毎 総青延長時間 総赤短縮時間 推移 示  
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 井草四 目交差点 

   交差点 調査結果 「.4.4-「～ 「.4.4-4 示 日中 通過 数

時間あ 10 前後 推移 う 青延長制御 対象 ～

青延長制御実施率 数％～10％ 推移 い 影響 ％

満 あ 現示 悪影響 え 事 制御 い  

「.4.4-「 青延長時間 Ｄ 井草四 目交差点 

「.4.4-」 優 制御実施率 Ｄ 井草四 目交差点 

「.4.4-4 青延長時間 赤短縮時間 Ｄ 井草四 目交差点 

数
制

御
実

施
率

延
長

時
間

短
縮

時
間

影
響
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 善福寺交差点 

交差点 調査結果 「.4.4-5～ 「.4.4-7 示 日中 通過 数

時間あ ～16 推移 う 青延長制御 対象 ～

青延長制御実施率 数％～1」％ 推移 い 影響

％ 満 あ 現示 悪影響 え 事 制御 い  

「.4.4-5 青延長時間 Ｄ善福寺交差点 

「.4.4-6 優 制御実施率 Ｄ善福寺交差点 

「.4.4-7 優 制御実施率 Ｄ善福寺交差点 

 若杉 学校入 交差点 

数
制

御
実

施
率

延
長

時
間

短
縮

時
間

影
響
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交差点 調査結果 「.4.4-8～ 「.4.4-10 示 日中 通過 数

時間あ 」0 推移 う 青延長制御 対象 ～

青延長制御実施率 数％～1」％ 推移 い 影響

％ 満 あ 現示 悪影響 え 事 制御 い  

「.4.4-8 青延長時間 Ｄ若杉 学校入 交差点 

「.4.4-重 優 制御実施率 Ｄ若杉 学校入 交差点 

「.4.4-10 青延長時間 赤短縮時間 Ｄ若杉 学校入 交差点 

  荻窪 前交差点 

荻窪 前交差点 赤時間短縮 実施 い 路線 右折

数
制

御
実

施
率

延
長

時
間

短
縮

時
間

影
響
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赤時間短縮吸 現示 右折矢 実質的 右折時間 延長 い 交

差点 調査結果 「.4.4-11～ 「.4.4-1」 示 日中 通過 数

時間あ 「5～」5 推移 う 赤短縮制御 対象 15 前後

赤短縮制御実施率 40％～57％ 推移 い 影響 ～

％ 交差点 交通状況 考慮 大赤短縮 効 制御

い  

「.4.4-11 赤短縮時間 Ｄ荻窪 前交差点 

「.4.4-1「 優 制御実施率 Ｄ荻窪 前交差点 

「.4.4-1」 青延長時間 赤短縮時間 Ｄ荻窪 前交差点 

数
制

御
実

施
率

延
長

時
間

短
縮

時
間

影
響
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」.高 案 細検討 機能 選択

」.1 高 案 細検討 

」.1.1 700２－川 帯路車無線通信 活用 Ｐ Ｐ 高 案 

。1) 目的 

 従来 優 制御 交差点 流 設置 コン 集

ン 情報 用い 交差点到着 ン 推定 い 設計 用

い 停 線通過 ン 予測 い 実勢 差 無 青 生

問題 あ 課題 解決 目的 700２－川 帯無線通信 活用

従来 Ｐ Ｐ 制御 高

。「) 概要 

 制御対象交差点 向 走行 専用車載機 載 700２－川 帯無線

信 車両情報 車車間通信情報 路側機 信

信 車車間通信情報 含 置等 情報 推定 到着

ン 基 い 交差点 優 制御実施 無 実施 動作 青時間延長 赤

時間短縮 定 信号制御 行う

。」) 機能 

700MHz 帯無線 車車間通信情報 信  

信 車車間通信情報 路側機 信 端 対応装置

信号制御機 感知信号 送信 信号制御機 Ｐ Ｐ 制御 実施
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。4) 概念  

」.1.1-1  概念 優 感応制御  

。5) 実現 前提条件 

 入場所

 走行路線 含 交差点

 車載機等 条件

700２－川 帯無線通信 対応 い

。6) 特  

700２－川 帯無線 用い 無線機 全 流入路 い 車載機

載 通信 能

交差点通過 ン 確 検知 進行方向 青時間

延長 赤時間短縮 適 実施

流 停 あ 交差点や橋梁 高架 路 コン 設置困 場所

Ｐ Ｐ 制御 能

。7) 細検討 容 

走行軌跡

路側機

：青延長 ：赤短縮

赤時間短縮範

路側機

複数方路対応

青時間延長範
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 構  

700２－川 帯無線 用い Ｐ Ｐ 制御 構 示  

」.1.1-「  構  

Ｐ Ｐ 制御 わ 各装置 主要機能 示  

車載機   ：車車間通信 送信  

路側機  ：車載機 車車間通信 信 端 対応装

置 車両情報 送信 信号制御機 感知信

号 送信  

信号制御機 ：端 対応装置 優 制御指 信号制御

機 優 制御機能 基 い Ｐ Ｐ 制御 実施

 

路側機 端 対応装置間 通信 ン 高 コン Ｐ

Ｐ  Ｘ-  規格 準 細 い 今

後 検討課題  

 路側機 信号制御機 ン Ｐ 形 ン 規格 準

車載機 送信 車車間通信 自 領域 格納

Ｐ Ｐ 優 要求 構 案 表 」.1.1-1 示

端 対応装置

信号制御機路側機車載機
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表 」.1.1-1 Ｐ Ｐ 優 要求 自 領域 構 案 

項目 長 定義 値 備考 

ン I） 1Ｇと図ご 
Ｐ Ｐ 優 要求 割

当 識  
固定 

ン番号 1Ｇと図ご 
ン 識

番号 
1 

情報 
5Ｇと図ご 

。40ＧＮ図) 
 

特定車種情報 ＧＮＳ。8) ５５ Ｐ Ｐ 車種情報 固定 車両 固定 

学式車両感知器 

近赤 線式Ｐ Ｐ

用通信

ン規格 1  

ン 情報 実

部 

Ｐ Ｐ

 情報 参照  

 

都 府県コ  ＧＮＳ。6) ５I 都 府県 コ  固定 

事業所番号 ＧＮＳ。10) ５I 事業所 番号 固定 

系統番号 

普通 急行識 コ

 
ＧＮＳ。」) 普通 急行識  固定 

系統番号 ＧＮＳ。1」) 1」 個 系統番号 固定 

固定車両  
5Ｇと図ご 

。40ＧＮ図) 
 

自動生 識  ＧＮＳ。1) 
：車両 提供依

 
0 

車両 固定 

学式車両感知器 

固定車両 コ

体系規格 1  

固定車両  

参照  

車両 識  ＧＮＳ。1) ︰固定 車両 1 

業種コ  ＧＮＳ。6) 
15： 営  

16： 私営  
固定 

特  ＧＮＳ。1) ： 使用 0 

都 府県コ  ＧＮＳ。6) 
～47：／I８ 都 府県コ

 
固定 

業種固 コ  

事業者コ  ＧＮＳ。5) 
都 府県 事業社コ

 
固定 

営業所コ  ＧＮＳ。5) 
各事業者 営業所コ

 
固定 

車両固定番号 ＧＮＳ。15) 15
事業者 対象車両

管理番号 
固定 

運行状態 ＧＮＳ。1) 
：回送 

：営業中 

規定値 

変  

営業中 車両 対象

優  

優 要求 ＧＮＳ。1) 
：要求  

：要求あ  

規定値 

変  

遅 い い

優 い 用

い 想定

 

予備 ＧＮＳ。6) 0 
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  Ｐ Ｐ 制御 実施方法 

路側機 100Ｒ囲 毎 車載機 車車間通信情報 信 所定 感知地点  

到 時点 感知信号 生 優 制御 定 青延長 赤短縮  

実施 感知地点 複数設定 能  

地点 実勢 地点 設計 優 制御 定 実施

従来方式 比較 優 制御 無 青時間 減

増 期待  

コン Ｐ Ｐ 感知地点 1 い 設計 到着予測 大青延長

通過 能 場合 延長 →設計 ン 持 無 青 出  

Ｐ Ｐ 高 案 感知地点 1 い 実勢 青延長 断 後 感知地点

「 再 青延長 断 無 青 少 い青延長 行え  

」.1.1-」 Ｐ Ｐ 制御 実施  

感知地点 感知地点 2

路側機

700MHz 帯無線  

対応車載機
車車間通信情報(車→路)

設計 予測

走行軌跡
時間

感知地点 感知地点 2 Ｐ Ｐ  Ｐ Ｐ あ
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 仮想 コン 置 設計基準 

」.1.1-4  仮想 コン 置 設計基準 ５， 感応 場合  

仮想 コン 置 各 コン 置 大青延長時間 応 式

設計

１＝ ，+T+道 搬別 

１：交差点停 線 仮想 コン 距 ｍ  

，：感応階梯後 青時間  

５， 感応 場合：，＝５＋ ５７  

５７ 感応 場合：，＝0  

T：路側機 車々間情報 信後 信号機 優 制御

処理遅延時間  

道： 大青延長時間  

別：設計 ｍ/  

道 調整定数 設定 ン 長 短い 第 コン 延

長幅 い場合 第 コン 延長幅 確保 置 設計

逆 変 大 い路線 第 コン 延長幅 許容

停 線近 設計 いう運用 能  

 ５７ 感応 い ５７ 時間 短 延長幅 大 設定 必要 あ 場

合 感応階梯 開始前 感応 検討 望 い  

 車両 置情報 誤差 影響 

 。，駄ＴＧぐ駄 ３ぐ不Ｎgぐ図ＮＴＳ ８ぐ図ご駄駄Ｎ図ご ８と囲図ごＲ) 置誤差 影響 予測

交差点到着 ン 実 到着 ン 交

差点 通過 い 通過後 無 青時間 生 課題 あ  

PR

PF 

大青延長時間 E

PG 

青延長あ

設計 ：

第 コン

置 L1
青延長

第 コン

置 L2 

PF+PR 
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 対策 優 制御 用い 車載機 置精 実走行 検証

結果 応 青延長 数 余裕 持 交差点 通過 い

対応 考え  

 主従 路 時 流入 場合 優 決定方法 

現行 信号制御機 様 合わ 青延長方向 優  
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」.1.「 信号情報提供 Ｐ Ｐ 高  

 。1) 目的 

事業者 全 快適 輸送 実現 燃料消費 削減 地球環境保全 貢献

目標 コ 推進 い 車 事故 防 急 進 急

急 ン 注意 運転 励行 い 方 歩

行者灯器 点滅 信号 ン 推測 車両青 歩行者赤

ン 延長 青延長制御 効 活 い場合 あ え 定

時運行 支援 Ｐ Ｐ 入 い 実装 い Ｐ Ｐ 車

載機 専 要求信号 送信 使用 い いう現状 あ 高

案 路 ン 側 快適 全 輸送 支援 情報 提供 行い

コ 及び 運転 支援 あ

。「) 概要 

  専用車載機 載 通信領域 通過 ン 側 前方信号 情

報及びＰ Ｐ 制御情報 提供 車載機 情報 信 コ や

運転 支援 信号通過支援 赤信号減 支援 ン

支援 進遅 防 支援 適 ン 提供  

。」) 機能 

 ン 側 車載機側 必要 機能 示  

ン 側：路車間通信装置 前方信号 情報及びＰ Ｐ 制御情報 送信

 

車載機側： ン 側 前方信号 情報及びＰ Ｐ 制御情報 信

情報 適 形 通知  

。4) 構 概念  

 構 要素 次 あ  

情報提供装置 交通管制 ン 中央装置等  

路車間通信装置 高 コン 700 ｚ帯路側無線装置  

Ｐ Ｐ 高 対応車載機 

通信 「 形態 あ 」.1.「-1 構 示  
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高 コン活用型

700 ｚ帯路側無線活用型

」.1.「-1 概念  

。5) 実現 前提条件 

機能 実現 高 車載機 開 必要 あ  

。6)  特 長所  

信号情報 コ 及び 運転 能  

。7)  細検討 容 

 情報提供方針 

交差点種 ン 機器 整備方針やＰ Ｐ 制御 実施 無等 異

交差点種 Ｐ Ｐ 制御 情報提供方針 示 状況  

要交差点 

）ちＮ不ＮＳg ８ぐさご図と ８つＵＵＴち図 ８と囲図ごＲ囲 対応信号制御機及び 700２－川 帯路側

無線装置 整備 方針 あ 高 Ｐ Ｐ 制御 実施

信号情報 更新 高い 700２－川 帯無線通信活用

対応信号制御機 信号情報 提供 要交差点 700２－川

帯無線活用型 形態  

信号情報 ： 信号情報  

  ：Ｐ Ｐ 情報  

般交差点 

路側無線装置

交通管制 ン

信号情報等

P 交通管制 ン
路線信号情報

－ 34 －



般的 Ｐ Ｐ 制御 実施 少 信号情報 更新

い 高 コン 通信 路線信号情報 提供

 

 信号情報 ：路 

線信号情報 

  ：  

Ｐ Ｐ 適用路線 般交差点 い Ｐ Ｐ 制御 実施

高い場合 あ う 場合 。 ) 要交差点 様 提供形態 望

い

」.1.「-「 情報提供方針 概念  

700２－川 帯無線活用型 情報提供項目 

車載機 情報提供等 コ や 運転 支援

目的 前方信号 情報 Ｐ Ｐ 制御 情報 車載機 通

知 提供 情報 示  

表 」.1.「-1 提供情報 構  

情報 容 概要 共用区 共用元情報  

路線形情報 交差点 標 流入方路情報等 共用  

支援情報 方路情報 情報等 共用  

信号情報 前方信号 青 数 赤 数等 共用  

Ｐ Ｐ 情報 Ｐ Ｐ 状況 示 情報 新規追  

 信号情報 信号情報 共用 信号情

報 配信 前方信号 状況 把握 能 Ｐ Ｐ 情報

状況 示 情報 格納 車載機側 提供 あ 車載機側

無 定や青延長 予測計算 使用 静的 情報又 時間帯等 応

電波範

信号情報

交通管制 ン

路線信号情報

般交差点

要交差点 コン

7 z 帯路側無線装置
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変更 準静的 情報 路側機 入力 車載機 配信

 

表 」.1.「-「 Ｐ Ｐ 情報 構  

情報項目 概要 備考 

対象流入路 Ｐ Ｐ 対象流入路 

制御時間帯 Ｐ Ｐ 制御時間帯 現在実施 時間帯

又 次時間帯

格納 

制御方式種  Ｐ Ｐ 制御方式種  制御種 格納 

路側設定情報

長 

路側設定情報 長 格納  

路側設定情報 流入路単 情報 格納  流入路 大

第 仮想 コン

置 

第 仮想 コン 停 線 程距  

第 走行時間 第 仮想 コン通過時 停 線到着時刻 推

定 走行時間 

単 ：  

第 仮想 コン

置 

第 仮想 コン 停 線 距  

第 走行時間 第 仮想 コン通過時 停 線到着時刻 推

定 走行時間 

単 ：  

大青延長時間 当 流入路 対 大青延長時間 

大赤短縮時間 当 流入路 対 大赤短縮時間 

注 1 車載機 利用 い情報項目 規格 制定 段階 削除 予定  

各情報項目 い 解 必要 項目 い 追  

制御時間帯 

複数 制御時間帯 あ 場合 現在実施中 時間帯又 次時間帯 格納 少

対象制御時間帯 前 時間帯 終了後 少

前 時間  

例 7野00～10野00 16野00～1重野00 制御時間帯 場合 少 次

時間帯 情報 提供  

提供時間帯 6野55～10野05 開始 7野00 終了 10野00 

提供時間帯 15野55～1重野05 開始 16野00 終了 1重野00 

制御方式種  

Ｐ Ｐ 制御 方式 路側設定情報及び路側設定情報 長 変更 現

在 700２－川 路車無線通信装置 活用 Ｐ Ｐ 高 検討 い 制御方式

01 － 定 更 高 検討 方式種 設定 情報

項目 規定 必要 あ  

大青延長時間 大赤短縮時間 
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使用用途 例 載  

 青 大 数 – 青 数 ＝ 大青延長時間 

 青延長 車載機 断  

 700MHz 帯無線活用型 構  

情報提供 構 示  

」.1.「-」 構  

情報提供 係わ 各装置 主要機能 示  

信号制御機 

Ｐ Ｐ 制御 実施 青 赤 数 通知

路側機 対 信号情報 通知  

路側機 

700２－川 帯路側無線装置 指 あ 路線形情報 支援情報

設定 信号制御機 信号情報 信 車載機 対 信

号情報 送信 装置 設定 情報 Ｐ Ｐ

情報 車載機 配信  

車載機 

信号情報 信 前方信号 数 把握 情報 路側装置

通過支援状況 推計  

端 対応装置

車載機信号制御機 路側機
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 700MHz 帯無線活用型 通信 ン規格  

各装置間 参照 通信 ン規格 い 表 」.1.「-」 示 現在

協会 各種規格 検討 い 項 検討 基礎

通信 ン 規格 称 載 ン い 極力変更

い 検討 行 情報提供 高 情報項目 変更 追 行う部

路側機 車載機間  

表 」.1.「-」 通信 ン規格 

番号 規格 称 数 備考 

 路側機 無線式 用 

通信 ン規格 案  

 文献［ ］ 

新規追 項目  

 路側機 普及 用 

Ｘ 規格 案

 文献［ ］ 添  

 路車協調型 用交通信号制御機 

通信 ン規格 

 10形 ン 規格 

 交通信号制御機  

Ｘ 規格 

 形 ン 規格 

重形 ン 規格 

路側機 車載機間 通信 ン あ 路側機 無線式

用通信 ン規格 追 Ｐ Ｐ 情報 い 表

」.1.「-4 情報項目 載 合計 大 5「

あ  
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表 」.1.「-4 Ｐ Ｐ 情報 構  

情報項目  備考 

対象流入路 ＃   対象流入路 方路 格納  

～ ～ 

対象流入路 ＃   

制御時間帯 開始   制御開始 時 格納  

制御時間帯 終了   制御終了 時 格納  

制御方式種   01。－) 固定 

路側設定情報 長  

路側設定情報 ― 流入路 大 あ  

第 仮想 コン 置   単 ： 流入路  

第 走行時間 単 ： 流入路

第 仮想 コン 置   単 ： 流入路  

第 走行時間   単 ： 流入路  

大青延長時間   単 ：  

大赤短縮時間   単 ：  

～ ～ 

第 仮想 コン 置   単 ： 流入路  

第 走行時間   単 ： 流入路  

第 仮想 コン 置   単 ： 流入路  

第 走行時間   単 ： 流入路  

大青延長時間   単 ：  

大赤短縮時間   単 ：  

参照文献 

お Ｂ 社 協会 Ｐ 警 電波 活用 全運転支援

開 向 調査研究報 書 「015  

お Ｂ Ｍ図図Ｕ野//与与与.つ図Ｒ囲.Ｔち.一Ｕ/ＮＳＩごで.Ｍ図Ｒ駄  
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」.1.」 隊列走行Ｐ Ｐ  

。1)  路線 高密 運行路線 現状 課題 

政 市 中核市 中心部 幹線 路 郊 路線 複数 系統 集中

い 多 朝 混雑時 多数 路線 高密 運行 区間

在 い  

表 」.1.」-1 「008 全国 政 市 中核市 特 区 路線 時刻表 調査

あ 朝 混雑時 8」 市 特 区 い 時間当 方向 」0

均運行間隔 「 路線 高密 運行区間 在 い

」0 市 特 区 60 1 15 市区 重0 40

路線 高密 運行区間 在 い 各市 特 区 路線 高密

運行区間 び運行 数 い 昨 報 書 参照  

 

表 」.1.」-1 路線 高密 運行区間 あ 都市 

運行密  対象都市 数計 

」0～5重 

/時 方向 

5」 市区 

幌 福島 船橋 江東区 中 区 

足立区 浜 藤沢 新潟 富山 長  

大阪 高槻 神戸 奈良 和歌山 松江  

島 九 久留米 大  

「6「重 

/時 方向 

60～8重 

/時 方向 

15 市区 

旭 盛岡 秋 郡山 い  

目黒区 杉並区 区 王子  

塚 厚木 静岡 屋 京都 

10「7 

/時 方向 

重0～ 

/時 方向 

15 市区 

水戸 都宮 渋谷区 崎 

金沢 岐阜 岡山 広島 福岡 長崎 

佐世保 熊 宮崎 鹿児島 

1766 

/時 方向 

計 8」 市区 54「「 

時 方向 

 

う 路線 高密 運行区間 路線 運行 数及び利用者 多い

路線 性 定時性 向 路線 渋滞 巻 込 い う

ン 入 い 区間 多い ン 入 い 交

通信号 停 停 乗降時間増 等 性 定時性 招い い

乗降時間増 要因 高密 運行 団子運転 生 考え  

 

 

 

－ 40 －



 

 

 

  団子運転 生 影響 

」.1.」-1 示 う 信号待 や 停留所 乗客 乗降等 運行間隔

混雑車両 偏在 生 混雑車両 頭 団子運転 生 後

車両 含 性 定時性 招い い  

 

 

」.1.」-1 団子運転 生  

 

。「) 隊列走行  路線 高密 運行区間 性 定時性向 策 

 路線 高密 運行区間 当然 路線 利用者 多い区間 あ 性

定時性 向 大 社会的 便益 期待 実現

団子運転 性 定時性 防 要 あ 路線 信号待

極力 減少 能 性 定時性 効果 大 い  

 

団子運転 生 信号待 時間 減少 実現手段 事業者 隊列走行

考え  

 

 隊列走行 想定効果 

団子運転 生防  

」.1.」-1 示 う 団子運転 生要因 行車 乗客 集中 あ

行車 乗客 集中 防 利用者 後 車 乗車 行車

時 目的 停 到着 いう 心感 え 必要 あ 隊列走行
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鉄 列車 様 隊列 構 車両 乗車 目的 停

時 到着 いう 心感 え 期待  

 

。 ) 隊列走行 信号待 減 

路線 高密 運行路線 Ｐ Ｐ 入 場合 」.1.」-「 示 う 路線

絶え 優 要求 青延長あ い 赤短縮 要求 多 周期

青延長 赤短縮 実施 交差交通側

え 影響 考慮 大青延長時間 大赤短縮時間 対策

い  

隊列走行 隊列間 運行間隔 確保 優 要求 機会 減少

交差交通 え 影響 大青延長時間 赤

短縮時間 大 路線 信号待 時間 減少 性 定時性 向 期待

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

」.1.」-「 路線 高密 運行路線 Ｐ Ｐ 概念  

 

 

 

  

  

⻘短縮 よ
オフセット補正
交差交通負荷減)

必要 場合
⻘信号延⻑

(最⼤⻘延⻑時間⼤)

⾚

⻘

⻘

⾚

⻘

⾚

⾚

⻘

⻘

⾚

⻘

⾚

⾚

⻘

⾚

⻘

⾚

⻘

・⾼頻度運⾏のため、⻘延⻑･⾚短縮の発⽣頻度⼤
⇒ 交差交通への影響 配慮し、

最⼤⻘延⻑・⾚短縮時間が⼩
⇒ バスの信号待ち低減効果小

・隊列の運転本数が減少、⻘延⻑･⾚短縮の発⽣減
⇒  交差交通への影響の低減を

最⼤⻘延⻑・⾚時間時間を増
⇒  バスの信号待ち低減効果大

⾼頻度運⾏路線 おけ Ｐ Ｐ 隊列⾛⾏ よ 改善可能性
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。」) 隊列走行 対応 Ｐ Ｐ  

    性 定時性 向 隊列 維持 団子運転 生 防 必

要 あ 隊列 維持 隊列 構 車両 停 進 ン

期 や 隊列 維持 交差点通過等 必要 検討 隊列 維持

交差点通過 支援 Ｐ Ｐ 対象  

隊列走行 支援 Ｐ Ｐ 方式 検討 当 700２－川 路車

無線通信装置 活用 Ｐ Ｐ 高 信号制御方式 拡張 検討 必要

あ  

700２－川 路車無線通信 得 情報 基 隊列 維持 交差点通過 支援

方式 検討  

 

 隊列長  

隊列 維持 交差点通過 支援 隊列 途中 赤信号 断

い う 隊列長 配慮 必要 表 」.1.」-1 示 う 政 市

や中核市 多 運行路線 い 必要 輸送力 確保 表

」.1.」-「 示 う 隊列走行 必要 隊列長 対応 信号通過時間差

拡大 配慮 必要  

 

表 」.1.」-「 隊列 ン 応 隊列長 通過時間差 例 

隊列構  
隊列 

定員 
輸送力 注 1 

必要 

停長

走行時 

隊列長 

単車  

1  

隊列長差 

単車  

1  

通過時間差

単車 1  80 人 1,重「0 人/Ｍ･Ｉ 1「.0Ｒ 11.0Ｒ 0.0Ｒ 0.0  

連節 1  1」0 人 」,1「0 人/Ｍ･Ｉ 1重.0Ｒ 18.0Ｒ 7.0Ｒ 0.6  

単車 「  160 人 」,840 人/Ｍ･Ｉ 「6.0Ｒ 4「.0Ｒ 」1.0Ｒ 「.8  

連節 1  

単車 1  
「10 人 5,040 人/Ｍ･Ｉ 」」.0Ｒ 4重.0Ｒ 」8.0Ｒ 」.4  

単車 」  「40 人 5,760 人/Ｍ･Ｉ 40.0Ｒ 7」.0Ｒ 6「.0Ｒ 5.6  

連節 「  「60 人 6,「40 人/Ｍ･Ｉ 40.0Ｒ 56.0Ｒ 45.0Ｒ 4.1  

連節 1  

単車 「  
「重0 人 6,重60 人/Ｍ･Ｉ 47.0Ｒ 80.0Ｒ 6重.0Ｒ 5.6  

連節 「  

単車 1  
」40 人 8,160 人/Ｍ･Ｉ 5」.0Ｒ 87.0Ｒ +76.0Ｒ 6.8  

連節 」  」重0 人 重.」60 人/Ｍ･Ｉ 61.0Ｒ 重4.0Ｒ +8」.0Ｒ 7.5  

注 隊列 運行 数 時間当 。Ｍ) 方向。Ｉ)当 「4 運行間隔 「.5

 

注 前提条件 走行 40丁Ｒ/Ｍ 単車 車長 11Ｒ 連節 車長 18Ｒ 車間時

間 1.8  
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 青延長時 対応 

隊列 青信号通過 支援 生 う 表 」.1.」-」  

表 」.1.」-」 青信号延長  

延長 場合 

 

ぐ Ｇ Ｈ Ｉ ご さ 

頭車 ○ ○ ○ △ △ 搬 

「 目 降 ○ △ 搬 △ 搬 搬 

凡例：○：青延長 通過 △青延長 通過 

搬：青延長 通過  

 

    Ｈ 頭車 青延長 通過 「 目 降 青延長

通過 及び ご 頭車 青延長 信号通過 「 目 降 青延長

通過 赤信号 隊列 断 Ｈ

Ｐ Ｐ 大青延長時間 10 程 あ 表 」.1.」-「 示 通過時間

差 比較 現実 生 確率 極 少 い 考え  

隊列走行 対応 Ｐ Ｐ 特 ご 頭車 青延長 信号通

過 「 目 降 青延長 通過 対応 要 さ 頭

車 「 目 降 青延長 通過 隊列 通過 極力

生 減少 少 増 い配慮 必要 あ  

 

 赤短縮時 対応 

次 赤短縮 当 隊列 赤信号短縮 支援 生 う 表

」.1.」-4  

 

表 」.1.」-4 赤信号短縮  

短縮 場合 

 

g Ｍ Ｎ 一 丁 駄 

頭車 ○ △ 搬 △ 搬 搬 

「 目 降 ○ ○ ○ △ △ 搬 

凡例：○：赤短縮 通過 △赤短縮 通過 

搬：赤短縮 通過  

 

 

う Ｎ 頭車 赤短縮 通過 「 目 降 赤短縮

通過 及び 丁 頭車 赤短縮 通過 「 目 降 赤短縮 通過

い 隊列走行 滑 走行 影響 え Ｎ

大赤短縮時間 10 程 あ 表 」.1.」-「 示 通過時間差 比較

現実 生 確率 極 少 い 考え  
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両 頭車 対 Ｐ Ｐ 大赤短縮時間 適用 い 生自

体 得 い 「 目 降 車両 信号 情報 運転手 表示 対

配慮 必要  

頭車 信号 時間情報 基 減 支援中 わ 「 目 降 車両 信

号通過 能 表示 行わ 悪 頭車 追突 招 製造物責任 生

恐 あ 路側 責任 車載機側 責任 運転手 責任 明確 課題

あ  

隊列走行 支援 い 場合 頭車 追従走行機

能 優 あ い 頭車両 減 支援情報 後 車 共 等 対策

能  

 

 隊列走行支援 Ｐ Ｐ 対応 

隊列走行 Ｐ Ｐ 支援 青信号通過時 ご 頭車

青延長 信号通過 「 目 降 青延長 通過 対応 及び さ

隊列 信号通過 配慮 必要 対応方法 通常

Ｐ Ｐ 含 ン 考え  

 

 通常 Ｐ Ｐ  

ご 対応 能 隊列 信号 断 高 延長

時間 変わ さ 隊列 信号通過 生 影響 出 い  

 

 隊列 後尾車両 優 要求 

ご 隊列 断 減少 青延長 時間 減少

さ 隊列 信号通過 生 増え 予想  

頭車 隊列長 信 路側 後尾車両 置 推定 青延長時間 考

慮 方式 等 機能 能 車載側 後尾車両 優 要求

信 方 路側 機能変更 要  

 

 隊列 頭車両 信 隊列長情報 青延長時間 決定 大青延長時間

増  

ご 隊列 断 確率 減少 大青延長時間 増 青延

長 時間 維持 さ 隊列 信号通過 生

等 減少 性 定時性向 効 ン
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ン ご 対応 概念 」.1.」-」 示  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

」.1.」-」 隊列走行対応Ｐ Ｐ 」 ン 

 

ン 比較 表 」.1.」-4 示  

 

表 」.1.」-4 隊列走行対応 」 ン 比較 

 車載側 路側  

 通常  

Ｐ Ｐ  

通常 Ｐ Ｐ

 

通常 Ｐ Ｐ

 

搬隊列 断 増  

○隊列 通過 増

延長 時間 維持  

○交差 般交通 影響 増

 

 後 尾 車

優

要求 

隊列走行 認識

 後尾車両

 優 要求 

通常 Ｐ Ｐ

  

○隊列 断 減少 

搬隊列 通過 増 延

長 時間 減少  

○交差 般交通 影響

増  

 隊 列 長

考 慮 青

信号延長 

隊列走行 認識

 頭車 隊列

 長 信 

隊列長 合わ

延長時間 決定

大青延長 

時間 増

○隊列 断 減少 

○隊列 通過 増

延長 時間 維持  

搬交差 般交通 影響 増

大青延長時間 増  
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。4)  隊列走行対応Ｐ Ｐ 各 ン 細 

    通常 Ｐ Ｐ  

    ン い 通常 Ｐ Ｐ 様 各車両 優 要求 信 路

側 各車両 対 大延長時間 範 優 実施 路側 車

側 通常 Ｐ Ｐ 様  

」.1.」-4 示 う ご 頭車 青延長 信号通過 「

目 降 信号通過 い 隊列 断 」.1.」-「 示 う 団子

運転 生 懸念 あ 時間 変わ い さ 隊列 通過

生 影響 い  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

」.1.」-4 通常Ｐ Ｐ 隊列 断 

 

 後尾車両 優 要求 

ン 車載側 隊列 形 走行 い

認識 後尾車両 優 要求 信 あ 」.1.」-5 概念

示  
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」.1.」-5 車車間通信 隊列情報生 後尾車両 優 要求 

 

ン い 」.1.」-6 示 う ご 頭車 青延長

信号通過 「 目 降 信号通過 隊列 断 減少 青延

長 時間 減少 生 さ 隊列 信号通過 生 増

予想  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

」.1.」-10 ン 隊列維持 青延長 時間 減少  

 

。 ) 赤短縮要求時 対応 

ン い 赤短縮要求時 配慮 必要 表 」.1.」-4 示

Ｍ 頭車 赤短縮 通過 「 目 降 赤短縮 通過 及び

Ｎ 頭車 「 目 降 赤短縮 通過 対応 後 車

優 要求 全車 優 要求 必要  

路側無線装置  

PTPS 用信号制御機  

後尾車両

優 要求 

隊列走行 

隊列単 青

延長 赤短縮 

 

車車間通信

CACC

車群走行 支援 

交通管制 ン
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Ｍ 及び Ｎ 生 決 高 対応 効

果 表 」.1.」-「 示 通過時間差 大 い 赤短縮時 後尾車両

優 要求 考え  

 

当初 検討 い 頭車 隊列長 信 路側 後尾車両 置 推定 青

延長時間 考慮 方式 赤短縮時 対応 要 いう あ

示 う Ｍ 及び Ｎ 対応 要性 高

車載側 後尾車両 優 要求 全車両 優 要求 変

更 能 あ 大 い 考え  

 

 隊列長 考慮 青信号延長 

ン ン 様 車載側 隊列走行 認識

ン 異 頭車 路側 隊列長 信 青延長時 路側 隊列長

考慮 延長青時間 追 行う 」.1.」-7 概念 示  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

」.1.」-7 車車間通信 隊列情報生 頭車 隊列長 信 

   

ン い 」.1.」-8 示 う ご 頭車 青延長

信号通過 「 目 降 信号通過 隊列 断 減少 大

青延長時間 増 青延長 時間 維持 さ 隊列 信号通過

減少 期待  

  

路側無線装置  

PTPS 用信号制御機  

置情報 

隊列情報 

隊列長

隊列走行 

隊列単 青

延長 赤短縮 

車車間通信 

隊列長把握

CACC

車群走行 支援 

交通管制 ン
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」.1.」-1「 ン 隊列維持 大青延長時間 増  

 

当 ン い 路側 制御 複雑 ン 後 車両

優 要求 い あ 隊列走行 表 」.1.」-「 示 通過時間 拡

大や 」.1.」-「 示 交差交通 影響現象 味 大延長時間 長 設定

等 機能 能  
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」.1.4 走行経路 優 制御 

。1) 目的 

  従来 優 制御 交差点 特定 流出方向 優 制御 対象

流出方向 異 複数 路線 混在 場合 状況 応 優 制御 実施

困 あ 課題 解決 目的 700２－川 帯無線 活用

走行経路 優 制御 実施 あ  

 

。「) 概要 

  制御対象交差点 向 走行 700２－川 帯無線 信

車両情報 路側機 信  

信 車両情報 含 置 等 情報 推定 到着

ン 基 い 交差点 優 制御 実施 無 実施 動作 青時間延長 赤

時間短縮 定 信 車両情報 含 走行経路

路線番号等 情報 基 い 交差点 流出方向 定 優 制御 対象 現

示 決定  

 

。」) 機能 

700２－川 帯無線 車両情報 信  

信 車両情報 路側無線装置 信 交通管制 ン 送信  

  交通管制 ン 優 制御 実施 無 実施 動作 対象現示 決定  

交通管制 ン 指 基 い 信号制御機 優 制御 実施  

 

。4) 概念  

 

 

 

 

 

 

 

 

」.1.4-1  概念 走行経路 優 制御  

 

。5) 実現 前提条件 

  入場所 

   流出方向 異 流入 交差点 

 

   車載機等 条件 

   700２－川 帯無線通信 対応 い  

路側機

車両情報 信

流出 定  

流出 対応

階梯 延長 短縮  
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   運行毎 走行経路 路線番号等 情報 設定  

 。6) 特  

700２－川 帯無線 用い 無線装置 全 流入路 い

通信 能  

橋 等 コン 設置困 場所 あ 実施 能  

流入 流出方向 応 優 制御 方向 動的 決定  

 

 。7) 細検討 容 

 流出方向 定方法 

   定方式 方式 想定  

方式  車載機 走行経路 識 能 情報 路線番号等 送信  

       ： ン 側 流出方向 定 単純 

：車載機側 車車間通信 自 領域 走行経路

情報 設定 必要 

方式  車載機 車両 I） 対応 走行経路 ン 側 定      

     

 ：車載機 車車間通信 情報追 要 

：車両 I） 走行経路 対応情報 運行管理者

信 管理 必要 あ  

方式  路側 設置 像 ン 行 表示 走行経路 ン

側 定  

 ：車載機 車車間通信 情報追 要 

： ン 設置コ 高価 

 

 右折 ン 混雑軽減策 

   走行経路 右折 ン い 多 右折待 車両 滞留 い 場合

優 制御 右折青時間 延長 交差点 通過 い課題 あ  

対策 優 制御 右折待 車両 多い右折 ン 優 制御対象

当 右折 ン 右折感応制御 実施 右折待 車両 事前

減 効 あ  

 

 。8) 課題 

 感応現示 録 

   信号制御機 録 能 感応現示 大数 現示 あ 制約 考慮 感

応現示 設定 必要 あ  
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」.1.5 Ｐ Ｐ 効果確認  

 1 目的 

Ｐ Ｐ 制御 当路線 旅行時間や停 回数 指標 効果

確認 行 都 現地調査 行う必要 あ 車載機

集 情報等 活用 Ｐ Ｐ 制御 効果 析 目的

い  

 

 「 概要 

Ｐ Ｐ 制御 実行 優 信号制御時間 対象 共車両 対象信号交差点

通過 時間 比較 Ｐ Ｐ 制御 効果 無 確認  

交差点通過 定義 対象 共車両 対象交差点 流入側停 線 通過 状態

効果あ ン 事象  

 

   青延長 対象交差点 通過 場合 

 Ｐ Ｐ 制御 延長 青時間 対象 共車両 対象交差点 通過 

    Ｐ Ｐ 制御 影響 黄時間 対象 共車両 対象交差点 通過 

   赤短縮 対象交差点 通過 場合 

。 ) 赤時間 対象交差点 停 い 対象 共車両 Ｐ Ｐ 制御 停 時

間 短縮 対象交差点 通過 

    対象 共車両 停 対象交差点 通過 

     

 

」.1.5-1 効果確認 示  

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

」.1.5-1 青延長 赤短縮 効果確認  

T 時間

カウント

+

T

T 時間

カウント

-

T 時間

距離

交差点

カウント

+

T 時間

距離

交差点

青延長効果
し カウント

+

T 時間

赤短縮効果
し カウント

T

T 時間

赤短縮効果
し カウント

--
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 」 機能 

機能  

     信号制御実行情報 把握･蓄積 機能 

      対象 共車両 情報 把握 蓄積 機能 

         ン 期 比較 Ｐ Ｐ 制御 効

果 無 定 機能 

 

 4 構  

          構 例 」.1.5-「 示  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

」.1.5-「 Ｐ Ｐ 効果確認 構  

 

 5 概念  

概念 」.1.5-」 示  

 

      

 

        」.1.5-」 Ｐ Ｐ 効果確認 概念  

 

 

交通管制
セン ー

流入部
ビーコン

信号機
流出部
ビーコン

公共車両
車載機

公共車両
車載機

専用ＩＤ
専用ＩＤ

識 通知

走行履歴

Ｐ Ｐ 指令

走行履歴

Ｐ Ｐ 制御

効果分析

信号制御実行情報  

信号制御機  

情報  

車載機  

効果 無 定  

効果 無 定装置

ン  
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連 動作 例 示  

     対象 共車両 流入部 コン 固定車両 ン  

     固定車両 信 流入部 コン 交通管制 ン 車両情報 送信 

     交通管制 ン 対象交差点 信号機 Ｐ Ｐ 制御指 送信 信号制御

実行情報 蓄積  

     対象交差点 信号機 指 従い信号制御 実行 

     対象 共車両 対象交差点 通過 

     対象 共車両 流出部 コン 固定車両 情報 ン  

     固定車両 信 流出部 コン 交通管制 ン 車両情報 送信 

     効果 無 定装置 信号制御実行情報 開始時間 感応実行種

感応変動値 実行階梯 数 確認 情報 比較

効果 無 定 

 

青延長 赤短縮 定 示  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 」.1.5-4 効果 定 。青延長) 
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3.1.5 効果 定 (赤短縮 ) 

 

700 川 帯車車間通信情報 コ 活用 考慮  

 

 6 実現 前提条件 

現時点 既 組合 い 効果 定

い ン 効果 定  

当交差点 い 感応機能 実行 い  

 

 7 特長 

交通管理者 ン 析 Ｐ Ｐ 制御 効果 無 把握

高 効率的 Ｐ Ｐ 制御 率 改善や無 青時間 削減 調整

運用 能  

 

 8 今後 検討課題 

効果 得 場合 原因 対象 共車両 進行方向前方 渋滞状況

や路 駐車 車 在 路 事等 規制 事故 荒天時 送迎混雑 乗

客 乗降時間 等々 考え 現象 把握

コ 活用 必要 あ 考え  
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」.1.6 交差点連動 優 制御 

。1) 目的 

運行路線 い 路線 渋滞 軽減 遅延 和 行

う  

 

。「) 概要 

各路線区間 点在 感知器 感知情報 将来的 情報 中央装置

渋滞情報 作 路線 進入側 設置 路側機 コン等

通過情報 得 対 遅 時間 進行方向 渋滞情報

制御実施 無 及び優 方向 主 従 決定  

決定 優 方向 対 渋滞 生区間 わ 交差点全体

出 適用や 流側交差点 配 多 渋滞 軽減

遅延 和  

感知器 路線全体 交通状況把握 優 制御 あ 専用 ンや

優 ン 無い路線 対象  

 

。」) 機能 

案 必要 機能 載  

 中央装置 

 感知器情報 情報 渋滞情報 作 機能 既 機能  

 通過情報や 進行方向 対 渋滞情報 設定路線 遅

指標 作 優 方向 決定 機能 

 決定 優 方向 対 渋滞 軽減 決定や

調整 行う機能 

 端 装置 

 既 装置 対応 能 
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。4) 構  

 

 

」.1.6-1 構  

 

。5) 概念  

」.1.6-「 複数 交差点 示 運行路線 矢印 示 運行路線 渋滞

情報 元 各交差点 決定や 調整 行う  

 

 

」.1.6-「 概念  
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。6) 実現 前提条件 

 渋滞情報 い 既 感知器 運行路線 情報 足 あ 場

合 感知器 増設 行う  

 渋滞情報 対 対象交差点 選定 決定や 調整

機能 中央装置 改修 行い 機能 追  

 

。7) 特  

 運行路線区間全体 渋滞 軽減 優 制御 効果

的 行わ う  

 既設管制 対 設備追 や機能追 少 い  

 

。8) 今後 検討課題 

 遅延 遅延回復 定方法 

 非優 方向 交通 え 影響 考慮 

調整 従方向 配 減少 

調整 対向方向 ン 悪  

調整後 追従動作 時的 系統 崩  

 昨 報 書 い 警交 規 示 機能 県独自 機能や

あ 案 類似 能性 あ 機能や

比較検討 行う必要 あ  

「6 報 書 表 「.「.1-6 

 進行方向 渋滞時 交差点 変更 

 系統方向 優 制御機能 

 適到 時間制御機能 

 渋滞 い 場合 進行方向 自動優 制御 

 特許 調査 
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」.1.7 現示 優 制御 

。1) 目的 

従来 優 制御 ン 情報 推定 元 信号制御 行 い

感知 交差点 状況変 対 十 対応 い い  

高 案 交差点流入出 検出 確実 通過 捉え

信号変 行う 状況 問わ 交差点 停 通

過 制御 行う 目的  

 

。「) 概要 

交差点流入出路 設 感知器 感知情報 交差点到着 進行

方向 青信号 限 早 表示 交差点通過 灯色 保持  

 

。」) 機能 

案 必要 機能 載  

 感知器： 感知 車両 ID 感知信号 部 送信

機能 

 交通信号制御機：感知信号 交差点到着 当方向 青信

号 表示 交差点通過 灯色 保持 機能 

 

。4) 構  

」.1.7-1 構 載  

 

 

」.1.7-1 構  

 

  

交通信号

感知信号流出用 

感知器

 
交通信号灯色信号制御機

灯器

感知信号
流入用 

感知器 
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。5) 概念  

 運用交差点 び運用現示 例 

運用交差点 」.1.7-「 構 流入側感知器 交差点 制限

15 距 運行路線 流入側感知器方向 交差点 向 い右折

流出路 流出側感知器 設置  

運用現示 」.1.7-」 通過時 6 灯色 出力

 

 

 

 

」.1.7-「 概念  

 

 

」.1.7-」 運用現示例 

 

  

P

P

ステップ

灯器
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 流入側感知器 感知後 現示例 2  

流入側感知器 感知後 15 経過 6 歩進 保持  

PF Y 交差点 全 確保 時間 確保 PR

設置地点 全 考慮 短時間

歩進 行う 能性 あ  

 

 

」.1.7-4 流入側感知時 「 現示例 

 

 流入側感知器 感知後 現示例 10  

流入側感知器 感知後 15 経過 6 歩進 保持  

５＋ Y ７ 交差点 全 確保 時間 確保

５７ 設置地点 全 考慮 短時間

歩進 行う 能性 あ  

 

 

」.1.7-5 流入側感知時 10 現示例 

  

P

P

△ 5秒

ステップ

灯器

保持

P

P

△

ステップ

灯器

 5秒
保持保持
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 流出側感知器 感知後 現示例 

流出側感知器 感知後 保持 解除 ン 14

歩進  

 

 

」.1.7-6 流出側感知後 現示例 

 

。6) 実現 前提条件 

 流入出路 感知器 設置  

 信号制御 １８I 改造 能 あ  

 

。7) 特  

交差点 到着 進行方向 青灯色 出力

能 あ  

 

。8) 課題 

 感知器 感知等 対策 

流出側感知器 い 感知 あ 場合 保持 い 現示 解除

交通 青信号 表示 交通流 大 影響 え 現

示保持時間 大時間 設 感知時 大時間 現示保持 解除

う 影響  

 

  

P

P

ステップ

灯器
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。重) 今後 い  

方式 実現性 制御 入 え 影響等 検討  

 

 実現性 

高 案 列車連動信号機 踏 信号機等 実現 い 制御 あ  

集中制御 い 現示 早出 保持 行う直前 保 動作 移行

制御 行う 実現 い 実績 あ  

現示早出 行う 階梯 飛 現示 保持 行う 監視時間 超え

階梯保持 行う あ 遠隔動作 中央装置 改修 必

要 考え 現状 保 動作 現示 早出

保持 行 い  

列車 対 高い優 え い 前提 制御 あ

対 列車 等 優 え い い 十 検討

必要 あ  

 

 入 考慮 影響 

集中制御 現示 早出 保持 行う 系統 大 乱

般車 対 影響 大 い 考え  

現示 早出 保持 行う 方向 来 場合

非優 側 青信号 表示 般車 対 影響 大  

優 制御 制御 恩恵 定時性 確保

利便性 大 向 入 場合 般車 え

影響 十 考慮 必要 あ  

 

検討結果 踏 え 交通 影響 大 い 高 機能

案 採用 い  
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」.「 高 方針 

」.「.1 要件 要件 優  

 昨 調査結果や今 ン 及び検討結果 Ｐ Ｐ 高

要件 要件 優 表 」.「.1-1 う 整理  

 ３Ｔ.重 隊列走行 隊列走行 停 確保 隊列走行

乗客 乗降時間 短縮 前提 あ  

 

             表 」.「.1-1 Ｐ Ｐ 高 要件 優  

３Ｔ 要 件 優  

1 無線通信 生 優 制御 性能 改善

 

２判８T 

「 1 複数 流入路 機器費 事費等 削減

 

２判８T 

」 構築費用 少 い 既 機器 改修費用 い

 
２判８T 

 Ｐ Ｐ 適用範 広   

4  停 あ 流入路 ２判８T 

5 コン 設置 い流入路。橋 高架 路等) ２判８T 

6 車載機 い 青信号 交差点 通過 断

 

２判８T 

7 信号情報 提供 コ や 運転 支援

 

WA３T 

8 優 制御 効果 把握 機能  WA３T 

重 隊列走行 対 隊列 交差点 通過

う優 制御  

WA３T 
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」.「.「 高 Ｐ Ｐ 入方針 

。1) 構 ン 

高 Ｐ Ｐ 構 ン ン 考え  

各案 あ 現段階 定性的 評価 行 定

的 比較 い ン い 言及 い

対 政策的 支援策 解決 評価 変わ 能性 あ  

 

表 」.「.「-1 構 比較 

｜

ン 

ン   評価 

コン 
700２－川

無線機 

現車載

機 

700２－川

車載機 

ﾏﾙﾁ通信

車載機

２：  

）：  旧 新 

1 ○   ○   
２：新 投資 要 

）： 向 期待 い

「 ○  ○ ○ ○  
２： ン 側 投資  

）： 側 整備負担 大 い

」   ○  ○  

２： 側 整備負担  

  コン設置条件 制約

無 柱 橋 地

埋等  

）： ン 側 既 資産 活用

い  

4 。○) ○ ○   ○ 

２： 容 充実  

）： 側 整備負担大 車載機

開 費大 

注 コン 旧 従来方式 ン 用い 場

合 指  

   高 コン 設置 使い方 従来 あ 旧  

   コン 新 路線信号情報 情報等 従来 コン

い機能 使う 指  

注 通信車載機 高 コン 700MHz 帯無線路側機 両方 通信 能

あ 両者 融合 車載機 ン 車載機 指 般車両

700MHz 帯車載機 普及 進 コ 場合

車載機 実用 期待  
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。「) 入路線 運用 考慮 推奨 構 ン 

会社 車載機整備 観点 推奨 構 ン 表 」.「.「-「

示 限 車載機整備費用 い構 推奨 会社 い 700２－川

帯無線通信 活用 新設路線 い 運行 限定 場合 運行

700２－川 帯車載機 整備 い 限定 い場合 車載機

整備 必要 既 Ｐ Ｐ 路線 あ 場合 従来 車載機

追 700２－川 車載機 整備 必要 会社 負担 懸念 価

通信車載機 開 う 普及  

 

表 」.「.「-「 推奨 構 ン 

対象路線

係 

入路線 

限定  限定 い 

新設路線 

既 Ｐ Ｐ 路線  
ン 」 推奨 ン 」 推奨 

新設路線 

既 Ｐ Ｐ 路線あ  
ン 」 推奨 

ン 「 推奨 

価 車載機 開

 

ン 4 推奨 

既 路線 高  

ン 「 推奨  

価 車載機 開

ン 4 推奨 

ン 「 推奨  

価 車載機 開

 

ン 4 推奨 

 

。」) 要交差点 700２－川 帯無線機 整備 

    コン 700２－川 帯無線機 価 場合 通信 範 広

複数 コン 無線機 コン 設置条件 厳

適 置 設置 い場合 建柱 い橋 地 埋等 ン

側 車載機整備費用 場合 要交差点 あ 700２－川 帯無

線機 整備 推奨  
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」.」 実現 機能 選択 

表 」.「.1-1 い 整理 要件 」.1 項 各高 案 実現 両者

係 表 」.」-1 示  

要件 及び 実現 向 技術課題 解決 観点 機能 優 実

現 機能 選択  

   700２－川 帯活用優 制御 

   信号情報提供 Ｐ Ｐ 高  

   Ｐ Ｐ 効果確認  

 

表 」.」-1 高 案 要件 実現 

No 

        機能 

 

要 件 

700２－川

帯活用

優 制

御 

信号情報

提供

Ｐ Ｐ

高

隊列走

行Ｐ

Ｐ  

走行経

路

優

Ｐ Ｐ

効果

確認

 

交差点

連動

優

1 

無線通信 生

優 制御 性能 改

善  

◎ ― ― ○ ― ○ 

2 

1 複数 流入路

機器費 事費等

削減  

○ ○ ○ ○ ○ ○ 

3 

構築費用 少

い 既 機器 改修費

用 い  

○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 
Ｐ Ｐ 適用範 広

 
      

4  停 あ 流入路  ◎ ― ○ ― ― ― 

5 

コン 設置

い流入路。橋 高架

路等) 

◎ ○ 〇 ― ― ○ 

6 

車載機 い 青信号

交差点 通過

断  

― ◎ ○ ― ― ― 

7 

信号情報 提供 コ

や 運転 支

援  

― ◎ ― ― ― ― 

8 
優 制御 効果 把握

機能  
― ― ― ― ◎ ― 

9 

車群走行 対

車群 交差点 通

過 う優 制御

 

○ ○ ◎ ― ― ― 

注 ◎ 各要件 主 実現 高 案 あ 示  
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4. 基 設計 

高 案 実用 実証試験 実証試験 行わ

前提 基 設計 い 述 実証試験 警視庁 交通管制 ン 及

び路側 整備 計 い 条件 考慮 主

部要件 わ 様 い 述  

  警視庁 信号制御機 中央装置 制御  

   信号制御機 部 感応制御 除 青時間等 制御 い  

 

4.1 機能 

」.」 実現 機能 選択 い 選択 機能 機能 観点 表

4.1-1 示 う 整理  

 

表 4.1-1 機能 覧 

機能   明 

優 制御 車載機 信 優 要求 基 優 制御 行え

複数 仮想 コン 置 青延長制御 赤短縮制御 行え

 

仮想 コン 置 700２－川 帯無線機 通信範 い 任意 設

定  

仮想 コン 置 停 線 到着時間 流側 仮想 コ

ン 均的 実勢 用い 流側 仮想 コン 走

行 想定 ン 持 設計 用い 算出

値 用い  

停 停 線 距 定 あ 流入路 停

あ 優 制御 行え  

信号交差点走行

支援 

 

ン 信 信号情報 情報 自車 置

優 制御 予測 予測情報 基 交差点走行支援 行う

流交差点 通過 能 断 状況 応 情報提供

行う 信号通過支援 赤信号 抑制支援 赤信号減 支援

Ｐ Ｐ 効果確

認 

管制 い 優 制御 失敗 定 制御効

果 確認  

車載機 い 優 制御 定 通知
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4.1.1 優 制御 

 」.1.1 700２－川 路車無線通信 活用 Ｐ Ｐ 高 載 い 優 制

御機能 実現  

 流入路 停 あ 場合 優 制御 い 補足 4.1.1-1

停 仮想 コン 置 係 示 仮想 コン 置 あ 程

置 仮想 コン 置 停 線 走行時間 定 期待

 

 コン Ｐ Ｐ 流入路 停 あ 場合 当 交差点 い 制御

行う 困 あ う 700２－川 路車無線通信 活用 停

交差点 い 優 制御 能   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.1.1-1 停 仮想 コン 置 係 

 

4.1.「 信号交差点走行支援 

 」.1.「 信号情報提供 Ｐ Ｐ 高 載 い 700 ｚ帯路側無線

活用型 実現  

 

信号交差点走行支援 交差点 接近 ン 及び 流 進 置 応

支援 考え 支援 容 い 補足 具体的

車載機 開 時 決定  

 

。1) 青信号 赤信号 変 ン 信号通過支援 

信号 青 赤 変わ ン 想定 Ｐ Ｐ 制御 青信号 延長

減 信号 通過  

制動距 長い 黄信号 場合 直 減 望 い

部 歩行者用信号 赤信号 変わ ン 車両

用信号 青信号 時間 予測 い Ｐ Ｐ 制御 歩行者用信号 赤信号

変 後 車両用信号 赤信号 変 時間 変わ 場合 あ 予測 行

え い交差点 あ 心 交差点 通過 う信号情報 用い

支援 行わ 望 い  

 

路側機

 

あ 程

置 仮想 コン

置 優 要求  
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4.1.「-1  信号通過支援 動作例  

 

。「) 赤信号 青信号 変 ン 信号通過支援 

信号 赤 青 変わ ン 想定 信号通過支援情報

般 車両 早 減 行い 青信号 早 出 交差点手前

動作 期待  

Ｐ Ｐ 制御 い 信号交差点 向 走行中 仮想 コン 置 通過時

Ｐ Ｐ 制御 赤信号 短縮 仮想 コン 置 流 赤信号

停 断 応 推奨 提供 場合 仮想 コン 置

通過後 赤信号短縮 青開始 ン 早 早い推奨

必要 考え 推奨 短時間 変 い う 配慮

望 い  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.1.「-「  信号通過支援 動作例  

 

。」) 赤信号 抑制支援 

信号交差点 向 中 停 線到 時 信号 赤 予想 場

合 要 抑制 う 走行支援情報 踏込 減等 提供

対 支援 般車両 対 支援方法 考え方 い

場合 停 停車 あ 支援 効 活用 多い

考え  

 
   

５T５８ 制御あ 支援

５T５８ 制御あ 支援あ

停 線 信号交差点

赤短縮 効活用 停  
交差点 通過 

 

５T５８ 制御あ 支援

５T５８ 制御あ 支援あ

停 線 信号交差点

青信号延長 効活用 減  
交差点 通過 
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4.1.「-」  赤信号 抑制支援 動作例 

。4) 赤信号減 支援 

信号交差点 向 走行中 停 線到 時 信号 赤 予想 場合

や 早 減 開始 う 走行支援情報 等 提供

対 支援 般車両 対 支援方法 考え方 い  

 赤信号減 支援 支援 比 停 線 遠 置 支援 開始

必要 あ 700２－川 帯 通信距 制約 能性 あ 支援実現 適

否 検討 必要 あ 赤信号減 支援 実現 困 あ 場合 あ 類

似 支援 あ 信号見落 防 支援 い 実現 望 い  

4.1.「-4  赤信号減 支援 動作例
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4.1.」 Ｐ Ｐ 効果確認 

管制 い 」.1.5 Ｐ Ｐ 効果確認 載 い 機能 実

現 費用対効果 観点 コン 走行履歴 集 実現

路側機 交差点通過 定 方式  

 車載機 い 効果確認 行う方法 い 示 交差点通過時 当 交差点

Ｐ Ｐ 制御 効果 あ う 信号情報 停 線通過 ン 定

 

 

。1) 青延長 通過 定 

     青延長時間中 通過 場合 Ｐ Ｐ 効果あ 定 短縮 旅行時間

次 赤信号時間  

       4.1.」-1 青信号 延長 通過 例 示 」00Ｒ

置 停 線 あ 右 走行 ”当初” 通過 い場合

信号 ン 示 ”第 通過後” ”第 「 通過後” 第 仮想 コ

ン通過後 信号 ン 第 「 仮想 コン通過後 信号 ン 示 青信

号 延長 い  

  

    表 4.1.」-1 停 線 近 信号情報 示  

 

 

4.1.」-1 青信号 延長 通過 例 
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表 4.1.」-1 停 線 近 信号情報 

距 。Ｒ) 時間  

車両灯器情報 

備考 数

 

大 数

 

「重0 「4.7 「.」 」.」  

」00 「5.6 1.4 「.4  

」10 「6.5 0.5 1.5  

」「0 「7.」 55 65 赤 数 

 

 

 停 線通過 ン 算出 

路線形情報 自車 置情報 停 線通過 ン 算出

置誤差 考慮 停 線 流 置 定 必要 あ  

     例 「6.5 停 線通過 ン  

 

 赤信号変 ン 算出 

    青信号 赤信号 変 ン 算出 変 ン 少 数

用い  

    例 「4.7 + 「.」  = 「7.0 赤信号変 ン  

      

  青延長時間中 通過 定 

青延長時間 算出  

青延長開始 ン ＝赤信号変 ン 大青延長時間 大

数― 少 数  

               ＝「7.0 – 。10.0 – 。「.4-1.4) ＝18.0 

         

    大青延長時間 Ｐ Ｐ 情報 い 10 信 い

 

      青延長開始 ン 赤信号変 ン 間 停 線 通過 い

Ｐ Ｐ 青延長効果あ  

    次 赤 数 55 旅行時間短縮効果  
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。「) 赤短縮 通過 定 

赤短縮時間中 通過 場合 Ｐ Ｐ 効果あ 定 短縮 旅行時

間 短縮 赤信号時間  

4.1.」-「 青信号 延長 通過 例 示 表 4.1.」-「 停 線

近 信号情報 示  

4.1.」-「 赤信号 短縮後 通過 例 

表 4.1.」-「 停 線 近 信号情報 

距 。Ｒ) 時間  

車両灯器情報 

備考 数

 

大 数

 

1重0 1「.6 1「.4 「「.4 第 仮想 コン 流

「00 1」.6 11.4 「1.4 第 仮想 コン通過 

「10 14.7 10.」 「0.」 

「「0 16.5 8.5 18.5 

「」0 18.重 6.1 16.1 

「」1 1重.8 5.「 5.「 交差側黄色  

「40 「7.重 。青 数) 。青 数) 

  赤信号短縮時間算出 

赤信号短縮時間 大 数 変 断  

「」0Ｒ 置 18.重+16.1 = 」5.0 ン 青信号 変 予定

あ  

「」1Ｒ 置 1重.8+ 5.「 = 「5.0 ン 青信号 変 予定

あ  

結果 赤信号 10 短縮 定  

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

250 270 290 310 330 350

時
間

(

距 (m)

交差点

当初

第1通過後 第2通過後

走行軌跡
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4.「 構  

4.「-1 構 示  

中央装置 既 改修 え 想定  

信号制御機 路側機及び車載機 実証試験 用 新設 想定  

4.「-1 構  

中央装置

信号制御機 路側機 車載機
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4.」 装置 様 

4.」.1 路側機 

。1) Ｐ Ｐ 情報 録 

Ｐ Ｐ 情報 中央装置 録

。「) Ｐ Ｐ 情報提供 

録 Ｐ Ｐ 情報 少 毎 路 車 対 提供

。」) 信号情報提供機能

  信号制御機 100Ｒ囲ごＨ 毎 信 信号情報 基 路 車 対 信号情報

提供  

 優 制御時 青延長 青時間 更新 場合 更新 少青時間

即 信号情報 映  

。4) 仮想 コン通過 定機能 

 車載機 進行方向 置情報 仮想 コン 置通過 定

中央装置 対 仮想 コン通過 通知  

 Ｐ Ｐ 効果確認用 仮想 コン 設定  

流出側 交差点 対 優 要求 う 仮想 コン 設定  

4.」.「 中央装置 

 。1) Ｐ Ｐ 情報 録 

Ｐ Ｐ 実施時間帯等 準静的 情報 変 場合 路側機 Ｐ Ｐ

情報 録 実施時間帯 少 前 情報 録

。「) 優 制御機能 

路側機 信 仮想 コン通過通知 信 優 制御 実施

 

 仮想 コン 置 各流入路 地点 設定  

。」) 録機能 

仮想 コン通過通知 履歴 録  

。4) Ｐ Ｐ 効果確認機能 

録 い Ｐ Ｐ 効果確認用仮想 コン通過通知 及び現示 数履歴

Ｐ Ｐ 効果確認 行 う  
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4.」.」 信号制御機 

。1) 信号制御機能 

装置 指 信号制御情報 従 信号灯器 制御  

。「) 信号情報提供機能 

信号情報 100Ｒ囲ごＨ 毎 路側機 提供  

4.」.4 車載機 

。1) Ｐ Ｐ 優 要求 

100Ｒ囲ごＨ 毎 Ｐ Ｐ 優 要求 置情報 共 送信  

。「) 信号交差点走行支援 

 路側機 信 信号情報 Ｐ Ｐ 情報 及び自車 置等 用い

停 線通過時 信号情報 推定 対 信号交差点走行支援 行

う  

。」) Ｐ Ｐ 効果確認 

優 制御 定 通知  
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4.4 ン 規格 

4.4.1 ン 概要 

 4.4.1-1 実証試験 い 追 ン 示 各 ン

概要 表 4.4.1-1 示  

 4.4.1-1 ン 規定範  

表 4.4.1-1 ン 概要 

概 要 区

Ｐ Ｐ 情報 新 規定 細 」.1.「 信

号情報提供 Ｐ Ｐ 高 参照  
新規追

路線形情報 支援情報 信号情報 路側機

無線式 用通信 ン規格 案 採用
既

Ｐ Ｐ 優 要求 新 追 細 お」.1.1 700２－川

路車無線通信 活用 Ｐ Ｐ 高 Ｂ 参照  
新規追

時刻情報 置情報 車両状態情報等 700２－川 帯 路交通

 実験用車車間通信 ン 採

用  

既  

Ｐ Ｐ 情報 録 必要  

中央装置 特 あ 現段階 細

規定 い  

新規追

仮想 コン通過 通知 必要  

中央装置 特 あ 現段階 細

規定 い

新規追

中央装置 送 信号制御指  

実証試験 特 性 い 既 規格 採用

 

既

信号制御機 路側機 送信 信号情報

実証試験 特 性 い 既 規格 採用

 路車協調型 用交通信号制御機通信

ン規格

既

中央装置

信号制御機 IT８ 路側機 車載機

凡例：

追

既
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4.4.「 通信 ン  

4.4.「-1 及び 4.4.「-「 主 通信 ン 示  

4.4.「-1  信号情報 Ｐ Ｐ 情報 通信 ン  

4.4.「-「  Ｐ Ｐ 優 要求 ）８８８ 信号情報 通信 ン  

Description 中央装置 信号制御機 T 路側機 車載機 

100ms 毎信号情報カ

ウントダウン 

D 信号情報 D 信号情報 

道路線形情報  

Ｐ Ｐ サービス情報

信号制御指令

道路線形情報 Ｐ Ｐ サービス情報
静的情報 及び準静

的情報を T 路側機

に登録 

中 央 装 置 信 号 制

御 指 令 を算 出 し 信

号制御機に送信 

信号制御機 秒

毎に D 信号情報

を 送 信 感 応 階 梯

5 ms 毎  

T 路側機 信号

情報未受信 時 に

ms 毎に信号情報

を カ ウ ン ト ウ ン し

車載機に送信 

Description 中央装置 信号制御機 Ｉ 路側機 車載機 

D 信号情報 

車載機 ms 毎

に 自 車 位 置 情 報

T 優 要求を送

信 

T 路側機 仮想

ビーコン位 置 を通 過

定 し た 場 合 中

央装置に通知 

中央装置 バス優

制 御 を行 い 信 号 制

御指令を行う  

信 号 制 御 機 優

制 御 後 情 報 に よ

り D 信号情報を

送信 

自車位置情報 

T 優 要求

仮想ビーコン通過通知

D 信号情報

信号制御指令
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5. ン評価 様

5.1  ン評価実験 目的 

「7 実施 次世 共交通 開 向 基 設計 妥当

あ 交通流 確認 「8 実証試験

構築 実験 行わ 予定 あ 置 ン評

価実験 行う  

実証試験 実験前 机 い 効果 事前確認  

実証試験 実験 い 様々 条件 効果 確認  

実証試験 実現 い機能 評価  

5.「 評価対象機能 

 現在検討中 高 案 う 機能 基 機能 必須 評価対象機能

 

700２－川 帯無線 活用 Ｐ Ｐ 高

信号情報提供 Ｐ Ｐ 高

Ｐ Ｐ 効果確認

 機能 い 必要 応 実施対象 選択  

隊列走行Ｐ Ｐ

走行経路 優 制御

交差点連動 優 制御

5.」 ン条件 

5.」.1 路 ワ 条件 

路 ワ ン作業 考慮 実証試験 路線 仮想

路線 種類 対象 表 5.」.1-1 路 ワ 条件 示  
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表 5.」.1-1 路 ワ 条件 

項 目 条 件 備 考 

評価 ワ 数 「 種類 実証試験 路線 仮想路

線  

 

車線数 実証試験 路線：路線 依  

仮想路線：「 車線 

 

 実証試験 路線：路線 依  

仮想路線：あ  

 

ン 実証試験 路線：路線 依  

仮想路線： 専用 ン 

 

路線 実証試験 路線：路線 依  

仮想路線：幹線 幹線 要交差

点 右折 

 

交差点数 実証試験 路線：整備数 

仮想路線： 要交差点 般交差点

 

 

 

5.」.「 交通条件 

実証試験 路線 交通 管制 集 い 交通 均値  

仮想路線 交通条件 表 4.」.「-1 示 交通状況や走行 効果 い 比較

う  

 

表 5.」.「-1 仮想路線 交通条件 

項 目 条 件 備 考 

交通  要交差点 流入路 閑散 混雑

渋滞 う変  

 

走行  各車両 走行 持

 

 

大型車混入率 5％程 大型車混入率  

岐率 要交差点 右折 路線 除

直進 100％  

 

走行  高密 運行 影響 把握 う

5 種類程 実施  

交通 等 表的 条件

実施  
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5.」.」 制御条件 

表 5.」.」-1 制御条件 示 Ｐ Ｐ 制御 種類 及び情報提供機能 無 制御

条件 Ｐ Ｐ 効果確認 」.1.5 項 考え方 従 評価 実施

 

 

表 5.」.」-1 制御条件 

項 目 条 件 備 考 

既 Ｐ Ｐ 制御 コン 置 検知 

設計 停 線到着予測 

設計 種類 優 制

御 率 効果 調

 

高 Ｐ Ｐ 制御 地点 地点 検知 

実勢 設計 停 線到

着予測 

精 考慮 置精

誤差 え  

設計 種類 優 制

御 率 効果 調

 

精 影響 調

 

信号情報提供 信号情報提供機能 車載機機能 模

擬 

運転方法 模擬 

歩行者灯器点滅→赤 ン 減

 

信号情報提供 減 改善 

信号情報提供 減 早

減  

 

運転方法

模擬 容易 実現

要調査  
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5.」.4 路側装置配置  

5.」.4-1 5.」.4-「 既 Ｐ Ｐ 制御 高 Ｐ Ｐ 制御 コ

ン 700２－川 無線路側機 配置 示  

 

 

5.」.4-1 既 Ｐ Ｐ 制御 

 

 

5.」.4-「 高 Ｐ Ｐ 制御 

 

  

    

般交差点

要交差点

コン

連交差点

  
 

  

般交差点 
要交差点 

コン 
連交差点 

700２－川 通信範  

仮想地点 

700２－川 連交差点 
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5.4 評価方法 

5.4.1 評価  

 表 5.4.1-1 表 5.4.1-4 評価 示 各表 文 高

基 機能比較 相 点 示  

 

表 5.4.1-1  基 機能比較等 

 高 基 機能比較 青延長限 比較 

番号 1-1 1-「 1-」 1-4 1-5 1-6 「-1 「-「 「-」 「-4 「-5 「-6 

路 ワ  
ン  専用あ  ン  専用あ  

停  停  

交 

通 

条 

件 

交

通

 

閑散 ○   ○   ○   ○   

混雑  ○   ○   ○   ○  

渋滞   ○   ○   ○   ○ 

走 行

 

」 」 」 」 」 」 」 」 」 」 」 」 

制

御

条

件 

既 ５T５８ ○ ○ ○    ○ ○ ○    

高 ５T５８    ○ ○ ○    ○ ○ ○ 

設計  中 中 中 中 中 中 中 中 中 中 中 中 

延長限  +10 +10 +10 +10 +10 +10 +「0 +「0 +「0 +「0 +「0 +「0 

，３８８ 誤差。Ｒ)    +10 +10 +10    +10 +10 +10

情報提供             

 

表 5.4.1-「 等 影響 析 

 設計 影響 析 影響 析 

番号 」-1 」-「 」-」 」-4 」-5 」-6 4-1 4-「 4-」 4-4 4-5 4-6

路 ワ  
ン  専用あ  ン  専用あ  

停  停  

交 

通 

条 

件 

交

通

 

閑散       ○   ○   

混雑 ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○   ○  

渋滞         ○   ○ 

走 行

 

」 」 」 」 」 」 」 」 」 」 」 」 

制

御

条

件 

既 ５T５８ ○ ○ ○          

高 ５T５８    ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

設計   中 高  中 高 中 中 中 中 中 中 

延長限  +10 +10 +10 +10 +10 +10 +10 +10 +10 +10 +10 +10

，３８８ 誤差。Ｒ)    0 0 0 0 0 0 み」0 み」0 み」0
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表 5.4.1-」 高 機能評価 

 情報提供効果 析 停 対 効果確認 

番号 5-1 5-「 5-」 5-4 5-5 5-6 6-1 6-「 6-」 6-4 6-5 6-6

             

路 ワ  
ン  専用あ  ン  専用あ  

停  停 あ  

交 

通 

条 

件 

交

通

 

閑散             

混雑 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

渋滞             

走 行

 

」 」 」 」 」 」 」 」 」 」 」 」 

制

御

条

件 

既 ５T５８ ○ ○ ○    ○ ○ ○    

高 ５T５８    ○ ○ ○    ○ ○ ○ 

設計  中 中 中 中 中 中 中 中 中 中 中 中 

延長限  +10 +10 +10 +10 +10 +10 +10 +10 +10 +10 +10 +10

，３８８ 誤差。Ｒ)    み10 み10 み10    み10 み10 み10

情報提供    ○ ○ ○       

 

表 5.4.1-4 影響 

 高密 影響 析 ン 効果比較 

番号 7-1 7-「 7-」 7-4 7-5  8-1 8-「 8-」 8-4 8-5 8-6

路 ワ  
ン  専用あ  ン  専用  

停  停  

交 

通 

条 

件 

交

通

 

閑散       ○   ○   

混雑 ○ ○ ○ ○ ○   ○   ○  

渋滞         ○   ○ 

走 行

 

1 「 」 4 5  」 」 」 」 」 」 

制

御

条

件 

既 ５T５８       ○ ○ ○    

高 ５T５８ ○ ○ ○ ○ ○     ○ ○ ○ 

設計  中 中 中 中 中  中 中 中 中 中 中 

延長限  +10 +10 +10 +10 +10  +10 +10 +10 +10 +10 +10

，３８８ 誤差。Ｒ) み10 み10 み10 み10 み10     み10 み10 み10

情報提供             
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5.4.「 評価項目 

 表 5.4.「-1 評価項目 覧 示  

 

表 5.4.「-1 評価項目 覧 

評価項目 容 

旅行時間 起点 終点 旅行時間 出力  

区 集計  

幹線 従 路 般車両 

遅 時間 信号交差点 遅 時間 出力  

区 集計  

交差点単 流入路  

般車両 

停 回数 信号交差点 停 回数 出力  

区 集計  

交差点単 流入路  

般車両 

優 制御 率 優 制御時 優 要求 通過 割合 

無 青時間 優 制御時 優 要求 通過 後 表示 青時間 

 1，,1７A,「，,「７A 等現示毎 。％) 算出 比較  
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5.5 評価 案 

 ン評価 案 表 5.5-1 示 実証試験 構築完了前

評価 完了 望 い  

 府 実施 い 次世 都市交通 性 全性 交通 担率 変

革 係 調査 い 実施 い ン 連携 交通 等

共 効率 条件 共通 行う 望 い 考え  

 

表 5.5-1 評価 表 

 4  5  6  7  8  9  10  

ン環境構築 

       

 

基 機能評価 

 

       

集        

実証試験

路線評価 

       

 

評価 

 

       

 

結果  

 

       

 

報

ン実施 再 ン

再 ンン実施

報 書作

報  

報

ン実施

報

再 ン 
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